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日本語を第二言語として学習する学習者にとって、学びたい理由は人によって違うが、

主な動機の一つは「日本語でコミュニケーションできるようになりたい」という願望だと

思う。では、その願望を叶えるためには、学習者たちは何を勉強した方がいいのだろうか。

中国人学習者の多くは、教科書を利用し、単語と文法から学び始めるが、はたしてそれだ

けでうまくコミュニケーションができるのだろうか。私は来日直後、日本語で会話する際

に、文法的には誤りがないとしても、思わぬ誤解や摩擦を生じさせたことがよくある。発

話行為上の誤りは、発音、文法上の誤りと異なって、誤解を引き起こし、人間関係を悪化

させる可能性が十分ある。 

 本研究はこのような結果を引き起こす重要な問題だと考え、本研究では誤解が生じやす

い「断り」、特に対話相手のフェイスを脅かす可能性が高い発話行為、「依頼への断り」に

関する研究を行い、日本語と中国語における「依頼への断り」に関する様々な側面を取り

上げ、相互作用を含め、談話レベルで分析する。本研究のリサーチクエスチョンは以下の

通りです。（以下日本人母語話者を JJ、中国人学習者を CC とする） 

 RQ1:「依頼への断り」における、CC と JJ の返答上の類似点と相違点は何か。 

 RQ2: 語用論的観点から見た CC の「依頼への断り」の言語表現や断り方の特徴は何か。 

 予備調査では、日本語で依頼場面での JJ と CC の「断りストラテジー」使用傾向の相違

点と類似点を解明しつつ、CC の断りストラテジーに着目し、DCT とフォローアップ・イン

タビューの二つの方法を用いて分析した。結果を分析する過程で、心理的負担が重すぎる

場面設定と、データ収集方法の問題点が明らかになった。本調査では社会的距離の存在し

ない友人関係において調査を行うこととした。データ収集方法を以下のように設定した。 

 1）CC の中国語でやりとりする場面を設定し、ロールプレイを行ってもらう。先行研究

の論文では、CC と JJ のペアのロールプレイのみが取り上げられており、全体像が把握で

きなかったため、本研究では、計画を変更し、追加データを収集する。 

 2）CC と JJ が日本語で交互にやり取りをする場面を設定し、ロールプレイをしてもらい、

「断りストラテジー」を分析する。 

 結果としては 

  相違点と類似点（RQ1）： 

 1）JJ は「直接的断りストラテジー」を使う人は一人もいなかった。CC は最初に「直接

的断りストラテジー」を使用する傾向がある。。。。    

2）JJ は CC より理由説明を多く使用し、代案を多数使用したのに対して、CC はほとんど

使用しない。 

 3）ほとんどのJJが謝罪表現を使うのに対して、CCはごく僅かしか謝罪を行っていない。 

 4）最も類似しているのは理由ストラテジーを使用する点といえる。 

  語用論的な問題（RQ2）： 

     1）聞き手のポジティブ・フェイスを満足させるストラテジーであるゆえ、JJ が CC より

も謝罪ストラテジーを多く使っていたと考えられる。フォローアップ・インタビューでは、

「よりいい人間関係を保つため、「謝罪」を言わないと相手に失礼だ」という JJ からの発

言も見られた。 

 2）会話例で、両方とも理由ストラテジーを用いていた。ポライトネス理論の視点からす

ると、理由説明しないと、人間関係がうまく維持できないというマイナスの印象を与える
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恐れがあると考えられる。 

 3）会話において、CC より JJ の方が緩和表現の多用も見られた。 

  4）「無理だよ」、「無理だね」は CC には同じ意味と認識される可能性があるが、会話の流

れを考慮しなかったら、相手に不快な思いをさせてしまう恐れもある。 

 本研究は質的に分析したに過ぎず、また場面も限られているため、この結果を一般化す

ることはできない。今後はさらに場面や依頼関係にバリエーションを加えて、調査分析し

ていく必要があると思われる。 

 

がない。不透明な評価は人のやる気を失わせる上に，不公平感や信頼感を失うなどマイ

ナスの感情も職場に伝播させる。業績に影響を与えるのも時間の問題である。一方，公平

な評価は人のモチベーションを高め，さらに上のレベルを目指し，経営の安定という結果

になる。公正で納得性の高い評価が存在すれば，社員のモチベーションも維持し続けるこ

とができるである。 

ここまで見てきたような人事評価の重要性と評価制度の問題をすると，その問題にたい

して，どのような改善すれば，人事考課制度はより健全できるかは課題である。人事考課

制度が機能不全に陥る理由は何か，企業理念や行動指針と評価要素をどう連動させるか，

公平な評価運用をどう実現するか，私は 
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